
近
世
仏
教
文
化
文
献
の
基
礎
的
研
究

研
究
代
表
者

石

橋

義

秀

緒

言

昨
年
度
、
近
世
仏
教
文
化
文
献
の
基
礎
的
研
究
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
研
究
員
・
協
同
研
究
員
九
名
が
取
り
組
み
、
二
〇
〇
九
年
三
月
一

三
日
に
『
近
世
仏
教
文
化
文
献
の
基
礎
的
研
究
』
と
題
す
る
共
同
研
究
の
中
間
報
告
書
を
出
版
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
、
本
共
同
研
究
を

い
か
に
遂
行
し
て
き
た
か
、
そ
の
経
緯
と
成
果
に
つ
い
て
の
概
要
を
『
研
究
所
報
』
№
55
（2009,

9

）
に
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
研
究
員
・
協
同
研
究
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
立
場
か
ら
近
世
仏
教
文
化
文
献
の
資
料
紹
介
お
よ
び
そ
の
研
究
を
進
展
さ
せ
て

い
る
。
諸
事
情
に
よ
り
、
本
紀
要
に
研
究
員
・
協
同
研
究
員
全
員
の
研
究
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
菊
池
政
和
氏
「
大
谷
大

学
図
書
館
蔵
『
越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記
』
に
つ
い
て

略
解
題
と
翻
刻

」、
佐
藤
愛
弓
氏
「
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
小
野
六
帖
事
』
に

つ
い
て

付
翻
刻

」、
義
田
孝
裕
氏
「
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
伊
勢
物
語
勧
請
』
に
つ
い
て

付
翻
刻

」
の
研
究
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と

で
、
本
共
同
研
究
の
成
果
報
告
と
し
た
い
。

な
お
、
以
上
の
資
料
『
小
野
六
帖
事
』・『
越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記
』・『
伊
勢
物
語
勧
請
』
は
、
い
ず
れ
も
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
重

要
な
文
献
資
料
で
あ
る
。
ま
だ
学
会
に
発
表
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
り
、
今
回
、
本
紀
要
に
、
佐
藤
愛
弓
氏
・
菊
池
政
和
氏
・
義
田
孝
裕

氏
に
よ
り
、
そ
の
研
究
と
、
資
料
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
、
学
内
の
み
な
ら
ず
学
外
の
研
究
者
に
寄
与
で
き
る
も
の
と

え
て
い
る
。
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そ
の
他
の
研
究
員
・
協
同
研
究
員
も
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
近
世
仏
教
文
化
文
献
に
つ
い
て
、
資
料
調
査
し
た
研
究
成
果
を
近
い
う
ち

に
報
告
に
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

最
後
に
、
資
料
調
査
な
ら
び
に
、
本
紀
要
に
研
究
成
果
報
告
を
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
大
谷
大
学
図
書
館
の
格
別
の
ご
配
慮
に
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
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